


























民にその必要性や、地域貢献になる
ことを説明するために、連合町会や
地元町会への説明会は十数回に及ん
だ。信子理事長自ら、連日、近隣の住
民宅を訪問して、施設開設の意義を
説明し、理解を求めに回った。この努
力あっての開設であった。
平成12年には介護保険制度開始
に伴い、介護老人保健施設「おひさま
園」に名称変更した。その後、「居宅

介護支援センター」、「訪問介護セン
ター」、「訪問入浴センター」開設と事
業が展開されていく。なお、前年の平
成9年2月には、医療法人清水会「ト
ム・ソーヤ訪問看護ステーション」を
開設している。
一方、｢鶴見緑地病院｣においても、
この時期、大きな変革の動きがあっ
た。旧館は既存の建物を転用しての
開設であったため、建て替えの必要

が生じていた。建て替えに当たって、
国の近代化事業を活用し、補助金を
受けて建て替えた。補助を受けるた
めに病床を減らす必要があり、その
結果143床に。一階に広いリハビリ室
を設け、上階に回復期リハ病棟を。
その後、｢通所リハビリセンター｣開設
と続く。｢鶴見緑地病院｣は、地域
の中核病院としての体制を整えて
いった。
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平成9年
消費税税改定（３％→５％）
臓器移植法成立
介護保険法成立
国民健康保険法改正　本人自己負担1割から2割に

平成10年
長野オリンピック開催
明石海峡大橋開通
完全失業率急上昇
介護保険法成立（2000年施行）
地域医療支援病院を創設
ゴールドプラン21策定

平成11年
国旗国歌法・通信傍受法成立
情報公開法・周辺事態法成立
国際高齢者年

平成12年
社会福祉法へ法名改正
児童虐待防止法制定

平成13年
アメリカ同時多発テロ事件
皇太子夫妻長女・愛子内親王誕生
ユニバーサル・スタジオ・ジャパン開園
厚生労働省発足

平成14年
小泉純一郎首相平壌訪問
住民基本台帳ネットワークシステムスタート
健康増進法

法人名に「清水」を使うことは、今
は小川であっても、必ず大河と変わる
日が来る。その時も、流れる水は清水
でなければならない。そのような思い
が込められた名称であった。
さて、進展期の開始である。伏流

が地表に姿を見せる時を迎えた。智
志は副院長として病院運営に当たる
中で、若い世代の医師たちが集う青
年部会に出席してさまざまな情報を

入手した。老人保健施設の話題もそ
の一つであった。法人内の賛同も得
て、平成10年7月、法人として最初の
介護施設である医療法人清水会老
人保健施設「おひさま園」（91床）が、
旭区清水に開設された。
旧三洋証券の社員寮だった建設
予定地は、住宅地域の中にあり、地
域の住民にとっては老人保健施設に
対する理解はなかった時代。地域住

老人保健施設｢おひさま園｣が開設

新たな事業展開を目指しての戦いが始まった。介護事業への
進出に向けて、水野信子理事長が、推進の先頭に立って奮闘。

平成9年～平成14年進展期

鶴見緑地病院

おひさま園の浴室

おひさま園のデイルーム

鶴見緑地病院の病室鶴見緑地病院デイケアの浴室
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